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明
治
の
大
文
豪
森
鷗
外
、
小
倉
へ
赴
任

　
森
鷗
外（
本
名
・
森
林
太
郎　
１
８
６
２

〜
１
９
２
２
）
は
１
８
８
１
年
19
歳
！
で

現
在
の
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
ま
し

た
。
年
齢
確
認
の
い
い
加
減
な
時
代
と
は

い
え
、
空
前
絶
後
の
若
さ
で
す
。

　

そ
の
後
、
陸
軍
省
か
ら
派
遣
さ
れ
ド
イ

ツ
に
留
学
し
、
帰
国
後
は
軍
医
の
か
た
わ
ら

小
説
や
評
論
を
発
表
し
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
清
戦
争
に
従
軍
後
、
明
治
32
年

１
８
９
９
年
６
月
に
軍
医
監（
少
将
相
当
）

に
昇
進
し
、
小
倉
（
当
時
は
小
倉
町
で
翌

年
市
政
施
行
）
の
陸
軍
第
十
二
師
団
軍
医

部
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

左
遷
人
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
明
治
35
年
１
９
０
２
年
３
月

に
東
京
の
第
一
師
団
軍
医
部
長
に
栄
転
す

る
ま
で
の
記
録
が
「
小
倉
日
記
」
と
し
て

後
に
出
版
さ
れ
、
現
在
岩
波
書
店
と
ち
く

ま
文
庫
の
森
鷗
外
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い

て
古
書
店
で
入
手
可
能
で
す
。

　
そ
の
中
で
、
明
治
32
年
と
33
年
の
二
回

直
方
を
訪
問
し
た
際
の
出
来
事
が
詳
述
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
人
力
車
乗
車
拒
否
事
件
に
遭
遇

　
森
林
太
郎
第
十
二
師
団
軍
医
部
長
が
初

め
て
直
方
を
訪
れ
た
の
は
、
着
任
直
後
の

明
治
32
年
７
月
９
日
で
し
た
。

　
博
多
か
ら
汽
車
（
国
有
化
前
の
九
州
鉄

道
）
に
乗
り
直
方
駅
で
下
車
。
初
代
駅
舎

の
時
代
な
の
で
、
現
在
の
三
代
目
駅
舎
と

御
館
橋
の
中
間
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。

　
軍
医
部
長
の
重
要
職
務
で
あ
っ
た
鞍
手

郡
福
丸
（
現
在
は
宮
若
市
）
で
の
徴
兵
検

査
立
会
の
た
め
人
力
車
を
利
用
し
よ
う
と

し
ま
し
た
が
全
員
か
ら
拒
否
さ
れ
、
茶
店

の
主
人
が
連
れ
て
来
た
車
夫
も
途
中
で
職

務
放
棄
し
て
止
む
無
く
徒
歩
で
目
的
地
へ

向
か
い
ま
し
た
。
帰
り
は
人
力
車
で
直
方

ま
で
帰
り
、汽
車
で
小
倉
へ
戻
り
ま
し
た
。

　
乗
車
拒
否
の
理
由
は
多
額
の
チ
ッ
プ
を

は
ず
む
炭
鉱
主
に
比
較
し
て
、
そ
う
で
は

な
い
軍
人
を
敬
遠
し
た
よ
う
で
す
。

　
人
力
車
乗
車
拒
否
事
件
の
影
響

　
こ
の
事
件
の
背
景
に
憤
慨
し
た
森
鷗
外

が
福
岡
日
日
新
聞（
西
日
本
新
聞
の
前
身
）

に「
我
を
し
て
九
州
の
富ふ

う
じ
ん人
た
ら
し
め
ば
」

を
寄
稿
し
た
こ
と
が
、
同
年
９
月
16
日
の

日
記
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
文
は
心
あ
る
名
士
た
ち
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
後
の
九
州
帝
国
大
学

の
誘
致
や
明
治
専
門
学
校
（
現
在
の
九
州

工
業
大
学
）
の
設
立
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
人
力
車
の
ま
ち
直
方

　
東
京
で
人
力
車
を
発
明
し
た
和い

ず
み泉
要よ

う
す
け助

は
中
泉
の
出
身
。
石
炭
記
念
館
に
明
治

時
代
の
人
力
車
が
展
示
さ
れ
、
直
方
文
化

連
盟
が
製
作
し
て
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
中
で

す
。

　
素
朴
な
疑
問

　
将
官
は
師
団
で
も
ご
く
少
数
の
貴
人
な

の
に
な
ぜ
単
独
行
動
を
し
た
の
か
？

　
明
治
32
年
９
月
１
日
の
日
記
に
よ
る
と

兵へ
い
ぼ
く僕
（
当
番
兵
。
師
団
司
令
部
へ
の
通
勤

や
北き

た
か
た方
の
部
隊
、
病
院
の
視
察
の
際
に
は

乗
馬
の
上
官
に
付
き
添
う
）
は
夜
は
営
舎

に
帰
る
、
と
あ
り
日
記
全
体
を
通
読
し
て

も
小
倉
域
外
へ
の
鉄
道
乗
車
や
宿
泊
を
伴

う
出
張
は
鷗
外
単
独
の
行
動
で
す
。
師
団

長
な
ど
他
の
将
官
に
つ
い
て
は
不
明
。

　
ま
た
出
張
先
か
ら
の
出
迎
え
に
つ
い
て

も
記
載
が
な
く
、
自
動
車
の
な
い
時
代
で

人
力
車
で
お
い
で
下
さ
い
、の
よ
う
で
す
。

  
直
方
文
学
散
歩
・
日
記
編

  

森
鷗
外
の「
小
倉
日
記
」そ
の
１

第 64 回

直方市のイベントで
活躍する人力車
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